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そういう気象現象が毎年襲来するものと見做さなければなりません。また害は 

 

Ｃ、Ｌ：ローマ数字で１００、５０を表す◆  

◇巻頭言                              （編集担当 小宅） 

樹林地部会の森づくりの活動は林業としての生産活動ではなく下草刈り、間伐、植林などの森づくりの作

業を通してレクリエーションや学びの場としての楽しみを見出し、楽しみながら森づくりの活動をしようと

いうものです。会員みんなが楽しいものでなければなりません。 

従って作業は無理をしない、危険な作業はしないというのが基本です。 

今回、後ればせながら今まで実施して来た作業方法、安全管理等の方法を成文化しマニュアル化しました。

何時、どんな時でも事故やトラブルを起こしてはいけません。 

これを機会にもう一度初心に戻り、事故のない楽しい会にするためにみんながマニュアル通りの基本に基

づいた安全作業に努力しましょう。「天災は忘れたころにやってくる」という言葉は寺田虎彦の言葉だそ

うですが平穏な時間が長く続くと、ついつい安易に作業を進めたり、慣れから気が緩んだりして、その結

果それが災害なり事故なりの発生の原因の一つになると言っているのだと思います。災害や事故は予期

しないで起こるものです。事故を起こさないために大事ことは常に「事故を忘れないで今日の、今の作業

を楽しむことだ」と思います。この実行あるのみです。 

そのためには会の明るい、何でも話し合える雰囲気も重要です。会に対する希望とか、会はこうあってほ

しいとか、作業方法の良いこと、悪いこと、注意すべきことに気が付いたら今まで以上に積極的に発言し

ましょう。そして、それをみんなで話し合い、実行することだと思います。 

何よりも会員みんなが樹林地部会を自分の会として自分たちの会から絶対に事故を起こさない、楽しい

会にするのだという意識を持つことが大切と思います。   佐谷 光雄 

◇令和 4 年 7月・8 月の活動予定 

悪天候時（又は緊急事態等）の作業中止連絡は am７時までにメール致します。 

三密対策の徹底を期し、且つ安全を第一にした活動に心掛けましょう。 

※夏場時間として集合時間を 30 分繰上げます。以上、宜しくお願いします。 

１） 7月 10日（日）9時～13時半〔定例作業〕  ・集合場所：池の下倉庫 

◇作業目的：桜の里山を目指した保全作業 

・作業場所：いっしんどうエリア（尾根道側） 

・作業内容：草刈りと林床整理、ボラ塾生への実習 

・持ち物：常備具（手ノコ・手ガマ、剪定バサミ・ナタ）、お弁当、飲料水、防虫剤  

【持参器具】：救急箱、作業旗、ブルーシート、刈払機、大ガマ 

２） 7月 24 日（日）9時～13時半〔定例作業〕  ・集合場所：池の下倉庫 

 ※注意：身近な自然の保全活動に変更される場合があります。後日連絡致します。 

◇作業目的：桜の里山を目指した保全作業 

・作業場所：いっしんどうエリア（港南台側） 

・作業内容：草刈りと林床整理 

・持ち物：常備具（手ノコ・手ガマ、剪定バサミ・ナタ）、お弁当、飲料水、防虫剤 

【持参器具】：救急箱、作業旗、ブルーシート、チェンソー、刈払機、チルホール 

３）8 月 6日（土）9時～１１時〔定例作業の一環です。〕    
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◇作業目的：救命救急講習会と会員の親睦会 

・集合場所：栄消防署 会議室  

・作業内容：救命講習会（安全管理講習会） 

・持ち物：筆記用具 講習カードを持っている方持参して下さい。   

・親睦会会場：未定   ※詳細が決まり次第、改めて通知します。 

４）8 月 20 日（土）9時～12時〔臨時作業〕       ・集合場所 池の下広場 

 ※連絡：20日が悪天候の場合は 21 日（日）に行います。 

◇作業目的：散策路の保守、整備（草刈り） 

・作業場所：池の上広場～中尾根散策路 

・作業内容：散策路の草刈りと整備 

・持ち物：常備具（手ノコ・ナタ・カマ）、飲料水、防虫剤、他必需品 

【持参器具】：救急箱、刈払機、大ガマ 

次回活動報告： 記録 小宅 伊藤 写真 近藤 島谷、巻頭言 渡部 リレートーク 坂巻 

原稿の締め切りは令和４年８月２２日（月）伊藤氏まで よろしくお願いいたします。 

 

作業を欠席される方は、メール(tokami6666@icloud.com)又は電話（894-2800）で山上部会長迄。 

◆【活動日誌】 

報告者 江里口 伊藤 写真 近藤 小宅 

令和 4年 4 月 24 日（日）  9：30～11：15  天候：曇 

参加者；山上、渡部、渡邊、佐谷、伊藤、三島、浅見、長谷川、小宅、尾﨑、小松、河野、近藤、竹内、石渡  計 15名 

池の下広場の倉庫前拠点にて会合 

①安全規則の総括責任者佐谷氏、副：渡部氏 任期 2024年 9月まで 

 改定した規則内容を説明し日常の活動に反映させるように全員の協力を求めた。 

又、伐木安全規則や今年度森づくり方針を添え是正報告書に添付する予定。 

②総会の人事異動について報告があった。 

③新会員歓迎会は延期とし、石渡会員から郷土の歴史と「鎌倉殿の 13人」について話を聞く。 

令和４年５月３日（火）１０時～１１時  臨時活動 公田竹林にて筍堀り 

参加者 山上 酒巻 佐谷 茂木 竹内 石渡 近藤 島谷 伊藤計９名 

１０時集合しそれぞれ山へ入り予め３班に別れ思い思いに探しつつ掘った。１時間ほどで作業は終わり、コーヒー

ブレイクを楽しむ。 

   公田竹林 【旬 の 筍】 

令和４年５月８日(日）晴 公田竹林蹴っ飛ばし作業 

参加者 浅見 河野 三島 枝村 江里口 尾﨑 山上 長谷川 伊藤 計９名 

栄区役所 山口係長 寺村 田嶌 計３名  

９:３０集合 区役所の挨拶 

佐谷、渡部が休みなので三島を安全管理者に指名、３班に別れ作業を行う。 
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休憩を挟み作業を続け、１１：４０に作業終了し掘った筍もそれぞれ適宜持ち帰り解散。 

山上氏の入れてくだっさった、地主臼井家から頂いたお菓子と共にコーヒーブレイクを楽しむ。 

  公田竹林 蹴飛ばし作業 

令和４年５月２２日（日）晴 中尾根落葉敷、いっしんどうにて桜の種拾い 

参加者 渡邉 三島 渡部 佐谷 浅見 小松 尾﨑 枝村 竹内 山上 茂木 

長谷川 小宅 伊藤 計１４名 

ラジオ体操後本日の作業説明、長谷川と小宅でいっしんどう広場まで行き桜の種を集める。 

杉の枯れ葉を集め散策路に敷き詰める。安全管理者の佐谷が抜けたので代わりに渡部を指名。 

休憩を挟み１１:４０迄作業し昼食、寄り合いした。 

①是正勧告の件は既に赤字部分を含め訂正済み即提出可能に。 

②活動報告者は今後２名とし、不参加の場合必ず山上会長まで連絡の事。 

③助成金の問題色々飛び交っているが、期限が近いのもあるので気を付けたい。  

     ｵｵｼﾏｻﾞｸﾗの種を囲んで                                    

令和４年６月１２日(日）晴２時過ぎ雷雨 

参加者 渡邉 渡部 佐谷 浅見 石渡 尾﨑 茂木 山上 長谷川 

    近藤 島谷 伊藤 計１２名 

ラジオ体操を始め、中尾根下に移動。女性３名で E５での草刈りを始め、 

男性陣は中尾根に登り入口付近から尾根右側を攻め、アオキシロダモ駆除など。 

休憩時に虫騒ぎで場所を移動、木の下を避けた。杉の枯れ葉を集め散策路に敷く。 

昼食後中尾根途中迄登り、草の種類等の勉強をした。 

コーヒーを飲みながら打ち合わせ：市の講習会等の参加者には交通費支給。 

  E５中尾根入口近辺 

令和４年６月１９日(日）晴 愛護会委託草刈 

参加者 渡部 浅見 石渡 江里口 尾﨑 山上 小宅 長谷川 伊藤（眞）  

写真 伊藤(正行） 計 10名 

刈り払機の歯の交換をした。道具の点検完璧に。池の上広場は前日(土曜日） 
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に渡部、長谷川両名で作業済み。中尾根に２班に別れそれぞれ尾﨑、江里口が 

バインダーを使い、サポートとして３名づつ付いて作業。コーヒーブレイク。 

   中尾根 散策路沿い 

令和４年６月２６日（日）快晴  いっしんどう広場整備 

参加者 渡邉 渡部 佐谷 浅見 枝村 尾﨑 山上 竹内  

    長谷川 小宅 伊藤 計１１名 

・７月 10 日、ボラ塾生の体験講座受入れ準備作業 

（いっしんどうエリア尾根道側、草刈りの準備作業） 

（※）統括安全責任者（佐谷氏・渡部氏）はチェンソー使用者と 

笹刈り作業者の役割分担と作業手順の指示をする。 

ラジオ体操後いっしんどう広場迄登り広場下の草刈りを渡邉、尾﨑で 

バインダーを使い次回【７/１０】予定されているボラ塾生受け入れの準備 

をした。残りは広場横の笹刈りやつつじの剪定をした。 

コーヒーを飲みながら来月の予定等打ち合わせた。 

   いっしんどう広場 

◆ リレートーク 

 「部会の楽しみ」             近藤薫      瀬上沢沿いに咲くシャガ 

杉田から活動に参加している近藤です。 

水辺部会にも所属しています。私の部会の活動は前日から始まっています。なぜかというと、それぞれの部会

の荷物が全然違うので忘れ物をしないように玄関並べているからです。 

そして、朝再度荷物の確認をして、部会に出発しています。 

 以前より、瀬上の森でウォーキングをして森の季節による変化に「素敵だなぁ」と感じていました。部会に参加

してからは、これまでと違った角度からの発見があり嬉しく思います。また、部会の人から森の知識を聞かせて

頂けるのが参加する楽しみの一つにもなっています。 

暑い夏が近づいていますが、今から体調管理をして、無理のないよう楽しく活動ができることを目指したいと

思います。これからもよろしくお願いします。            


